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学
生
・
生
徒
・
園
児
、
保
護
者
そ

し
て
教
職
員
の
み
な
さ
ま
、
新
年
明

け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
今
年

２
０
１
０
年
が
実
り
多
き
年
に
な
り

ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

社
会
が
大
き
な
影
響
を
受
け
ま
し

た
。
本
学
園
で
も
昨
夏
か
ら
断
続
的

に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
症
者
が
あ

り
、
昨
年
末
か
ら
や
や
増
加
の
傾
向

が
見
ら
れ
ま
す
。
自
分
の
体
も
人
の

体
も
大
切
す
る
と
い
う
心
が
け
で
、

各
自
が
し
っ
か
り
と
健
康
管
理
を
す

る
こ
と
が
基
本
で
す
。
十
分
に
注
意

し
て
元
気
に
冬
を
越
し
ま
し
ょ
う
。

　

今
年
も
暖
冬
予
想
、
地
球
温
暖
化

防
止
の
Ｅ
Ｃ
Ｏ
活
動
に
本
気
で
取
り

組
ま
ね
ば
地
球
に
未
来
は
あ
り
ま
せ

ん
。
自
分
た
ち
に
も
で
き
る
Ｅ
Ｃ
Ｏ

「ありがとう」の気持ちで、
人の幸せを願う豊かな心

～素晴らしい学生、生徒、園児たち～

謹
賀
新
年
、

今
年
を
ど
ん
な
年
に
す
る
か
？

冬
は
み
ん
な
で
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
を
！

私
学
人
（
教
職
員
、学
生・生
徒・園
児
）

　
　
で
あ
る
誇
り

き
ら
り
と
光
る一本
で
あ
れ

建
学
の
精
神「
感
恩
」

感
謝
の
気
持
ち
で
、

人
の
幸
せ
を
願
う
豊
か
な
心

が
あ
り
ま
す
。
本
学
園
で
も
数
年
前

か
ら
ク
ー
ル
ビ
ズ
な
ど
を
実
施
し
、

炭
酸
ガ
ス
排
出
量
削
減
の
う
れ
し
い

結
果
が
出
て
い
ま
す
。
冬
は
ウ
ォ
ー

ム
ビ
ズ
（
空
調
温
度
設
定
20
℃
）
を

実
施
中
、
学
生
・
生
徒
・
園
児
の
皆

様
も
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
体
を
大
切
に
し
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
に
負
け
ず
、
地
球
に
も
優
し
い

生
活
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　

さ
て
新
し
い
一
年
が
始
ま
り
ま

す
。「
今
年
を
ど
ん
な
年
に
し
て
や

ろ
う
！
」
と
、
各
自
の
目
標
を
定
め

て
そ
の
達
成
に
向
け
て
歩
ん
で
い
き

ま
し
ょ
う
。

　

学
校
に
は
「
私
立
」
と
「
国
公
立
」

が
あ
り
ま
す
。
私
立
の
学
校
数
割
合

は
、
幼
稚
園
61
％
、
小
学
校
1
％
、

中
学
校
7
％
、
高
校
26
％
、
専
門
学

校
93
％
、
短
期
大
学
93
％
、
大
学

77
％
で
あ
り
、私
学
は
日
本
の
〝
公
〟

教
育
の
大
き
な
一
翼
を
担
っ
て
い
ま

す
。
昨
秋
、
鳩
山
由
紀
夫
首
相
が
所

信
表
明
演
説
で
「
す
べ
て
の
意
思
あ

る
人
が
質
の
高
い
教
育
を
受
け
ら
れ

る
国
、
子
育
て
や
教
育
は
未
来
へ
の

投
資
と
し
て
社
会
全
体
が
助
け
合
い

負
担
す
る
と
い
う
発
想
が
必
要
で

す
。」
と
教
育
の
機
会
均
等
と
教
育

投
資
の
重
要
性
を
述
べ
て
い
ま
す
。

教
育
の
重
要
性
や
教
育
を
受
け
る
機

会
・
権
利
に
公
私
の
区
別
は
本
来
、

不
要
で
す
。
し
か
し
、
現
実
に
は
教

育
へ
の
公
費
支
出
は
公
私
学
校
間
で

大
き
な
格
差
が
あ
り
ま
す
。
国
公
立

学
校
へ
の
公
費
支
出
が
、
私
立
学
校

へ
の
そ
れ
を
大
き
く
上
回
り
、
そ
の

分
、
私
立
学
校
の
授
業
料
等
は
国
公

立
学
校
よ
り
高
額
に
な
ら
ざ
る
を
得

ず
、
学
校
選
択
に
経
済
的
な
要
素
が

大
き
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
公
費
支

出
の
公
私
間
格
差
の
是
正
が
強
く
望

ま
れ
ま
す
。

　

さ
て
、
国
や
地
方
自
治
体
で
は
な

く
、
学
校
法
人
が
設
置
す
る
私
立
学

校
と
は
一
体
ど
ん
な
学
校
な
の
で

し
ょ
う
。
私
立
学
校
の
最
大
の
特

長
、
そ
し
て
誇
り
は
、「
学
園
独
自

の
建
学
の
精
神(

教
育
理
念)

を
有

し
、
個
性
豊
で
多
様
な
能
力
を
も
っ

た
人
間
を
育
成
す
る
。」
こ
と
に
あ

り
ま
す
。
あ
る
私
学
人
は
、
私
学
は

色
々
な
味
の
あ
る
「
雑
木
林
型
教

育
」、国
公
立
は「
人
工
植
林
型
教
育
」

と
た
と
え
て
い
ま
す
。
我
々
は
私
学

人
で
す
、
大
い
な
る
誇
り
を
持
っ
て

「
き
ら
り
と
光
る
一
本
」
で
あ
り
ま

し
ょ
う
。

　

毎
年
、
学
園
理
事
会
で
は
一
層
の

共
有
・
実
践
を
期
し
て
、
建
学
の

精
神
「
感
恩
」・
学
園
の
使
命
を
再

確
認
し
て
い
ま
す
。
わ
が
学
園
は
、

「
あ
り
が
と
う
」
の
感
謝
の
気
持
ち

を
持
っ
て
、
人
の
幸
せ
を
願
う
豊
か

　
人
間
の
お
よ
び
得
な
い
存
在
へ
の
畏
敬
の
念
と
、
生
か
さ
れ
て
あ
る
不
思
議
を
原

点
に
人
は
み
な
有
形
無
形
の
数
々
の
恩
恵
を
享
受
し
今
日
の
自
分
が
あ
る
。
こ
の
厳

粛
に
し
て
偉
大
な
は
か
ら
い
に
目
覚
め
、
沸
き
起
こ
る
深
い
感
動
と
感
謝
の
念
か
ら

発
す
る
情
熱
を
も
っ
て
行
動
す
る
と
き
、
わ
れ
わ
れ
は
人
々
に
幸
せ
を
も
た
ら
す
こ

と
が
で
き
る
。

建
学
の
精
神
「
感
恩
」

理事長　江 端　源 治
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な
心
で
社
会
に
貢
献
す
る
人
を
育
て

た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
学

園
の
す
べ
て
の
教
育
活
動
の
基
盤
で

す
。
わ
が
学
園
で
、
豊
か
な
感
受
性

を
も
っ
て
多
く
の
「
あ
り
が
と
う
」

に
出
会
い
気
付
き
、
そ
の
感
謝
・
感

動
を
も
っ
て
行
動
し
、
次
の
「
あ
り

が
と
う
」
を
生
み
出
し
て
い
く
、
そ

ん
な
学
園
生
活
を
心
が
け
送
っ
て
く

だ
さ
い
。

大
学
祭・文
化
祭
、

体
育
大
会・運
動
会
な
ど

笑
顔
、あ
い
さ
つ
、心
や
さ
し
い

マ
ナ
ー
を
あ
り
が
と
う

学
習
は「
す
る
も
の
」

こ
ん
な
に
勉
強
に

打
ち
込
め
る
と
は

学
園
創
立
70
周
年
、

記
念
事
業(

学
園
中
長
期
計
画) 

学
園
力
発
信

　

昨
秋
、
大
学
祭
・
文
化
祭
、
体
育

大
会
・
運
動
会
な
ど
学
生
・
生
徒
・

園
児
の
み
な
さ
ん
の
活
力
を
発
信
、

披
露
す
る
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

一
人
で
も
多
く
の
来
場
者
や
仲
間
に

楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
、
ベ
ス
ト
を

尽
く
し
て
自
分
た
ち
も
最
高
の
達
成

感
を
味
わ
い
た
い
と
い
う
情
熱
を
感

じ
ま
し
た
。
何
よ
り
み
な
さ
ん
の
笑

顔
や
あ
い
さ
つ
、
心
優
し
い
マ
ナ
ー

は
と
て
も
爽
や
か
で
し
た
。
人
の
幸

せ
を
願
う
豊
か
な
心
を
も
つ
本
学
園

の
学
生
・
生
徒
・
園
児
た
ち
は
素
晴

ら
し
い
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　

昨
春
の
本
学
大
学
院
修
了
生
よ

り
、「
２
年
間
こ
れ
ま
で
に
な
い
ほ

ど
勉
強
に
専
念
で
き
た
、
こ
ん
な
に

自
分
が
勉
強
に
打
ち
込
め
る
と
は
思

わ
な
か
っ
た
、
自
分
は
変
わ
っ
た
。」

と
い
う
う
れ
し
い
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
彼
は
自
分
の
力
を
再
発
見
し
大

き
く
成
長
し
ま
し
た
。
我
々
教
育
人

に
と
っ
て
も
、
教
師
冥
利
に
尽
き
る

最
高
の
言
葉
で
あ
り
、
明
日
へ
の
活

力
に
つ
な
が
り
ま
す
。
気
持
ち
の
持

ち
方
ひ
と
つ
で
全
く
違
っ
て
き
ま

す
。
本
来
、
学
習
は
「
さ
せ
ら
れ
る

も
の
」で
は
な
く「
す
る
も
の
」で
す
。

　

ま
も
な
く
学
園
創
立
70
周
年

（
２
０
１
２
年
）
を
迎
え
ま
す
。
多

く
の
学
園
関
係
者
、
先
人
の
今
日
ま

で
の
ご
尽
力
に
感
謝
申
し
上
げ
る
と

と
も
に
、
さ
ら
な
る
学
園
の
発
展
向

上
を
期
し
、
学
園
70
周
年
記
念
事
業

（
学
園
中
長
期
計
画
）
を
推
進
中
で

す
。
平
成
19
年
に
学
園
総
合
体
育
館

Ｄ
ｏ
夢
、
平
成
21
年
に
短
大
５
号
館

増
築
が
竣
工
し
ま
し
た
。
ま
た
、
大

学
学
科
コ
ー
ス
制
（
Ｈ
22
・
４
）、

大
学
特
別
支
援
教
育
専
攻
科
（
Ｈ

22
・
４
）、
大
学
新
学
部
・
短
大
新

学
科
構
想
（
Ｈ
23
・
４
）、
臨
床
心

理
学
科
保
育
士
養
成
課
程
構
想
（
Ｈ

23
・
４
）、
大
学
新
校
舎
建
築
（
Ｈ

23
竣
工
）
な
ど
鋭
意
、
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。
ま
た
70
周
年
記
念
〝
行

事
〟
も
予
定
し
、
学
生
・
生
徒
・
園

児
の
み
な
さ
ん
の
は
つ
ら
つ
と
し
た

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
発
信
し
、
楽
し
め
る

イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。広
く
ア
イ
デ
ィ
ア
を
集
め
、

み
な
さ
ん
が
当
事
者
と
し
て
参
加
す

る
、
わ
く
わ
く
感
の
あ
る
記
念
行
事

を
学
園
の
み
ん
な
で
創
り
上
げ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。〝
雑
木
林
の
中
で
き

ら
り
と
光
る
私
学
〟
と
し
て
、
建
学

の
精
神
「
感
恩
」
を
体
し
人
の
幸
せ

を
願
う
豊
か
な
心
を
も
つ
本
学
園
の

存
在
、
学
園
力
を
力
強
く
発
信
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

　

当
学
園
は
、平
成
24
年（
２
０
１
２

年
）
に
創
立
70
周
年
を
迎
え
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
当
学
園
で
は
70
周
年

を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
建
学
の
精
神

「
感
恩
」
の
一
層
の
定
着
推
進
を
図

り
、
常
に
魅
力
あ
る
学
園
、
社
会
に

貢
献
し
必
要
と
さ
れ
る
学
園
を
目
指

す
た
め
、
学
園
中
長
期
計
画
と
し
て

70
周
年
記
念
〝
事
業
〟
を
実
施
い
た

し
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
の
記
念

〝
行
事
〟
を
遂
行
す
る
た
め
に
、
平

成
21
年
8
月
21
日
開
催
の
運
営
理
事

会
に
て
「
学
園
70
周
年
記
念
行
事
実

行
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

実
行
委
員
会
は
、
江
端
理
事
長
を

委
員
長
と
し
、
副
委
員
長
を
江
端
本

部
長
、
祖
父
江
短
大
副
学
長
、
関
谷

高
校
長
、
木
村
理
事
の
5
名
で
構
成

し
、
9
月
よ
り
月
1
回
の
委
員
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
11
月（
第
3
回
）

に
は
拡
大
委
員
会
と
し
て
、
実
行
委

員
に
行
事
ご
と
の
小
委
員
会
の
責
任

者
等
を
加
え
た
メ
ン
バ
ー
で
、
活
発

な
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

現
在
、
70
周
年
を
教
職
員
、
学
生
・

生
徒
・
園
児
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
卒

業
生
を
含
め
て
全
員
が
、〝
わ
く
わ

く
感
〟
を
持
っ
て
迎
え
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
参
加
型
の
行
事
を
企
画

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
各
所

属
に
て
各
校
園
が
単
独
で
、
あ
る
い

は
他
校
園
と
連
携
し
て
ど
の
よ
う
な

特
色
あ
る
行
事
を
実
施
で
き
る
か
、

多
く
の
方
か
ら
の
ア
イ
デ
ア
募
集
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

学
園
70
周
年
記
念
事
業
を
通
じ
て

全
学
園
あ
げ
て
情
熱
を
燃
や
し
、
学

園
の
一
層
の
発
展
向
上
を
期
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
学
園
教
職
員
そ
し

て
学
生
・
生
徒
・
園
児
の
み
な
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

ト
ピ
ッ
ク
ス

学

園

学
園
70
周
年
記
念
行
事
実
行
委
員
会
発
足

学
園
70
周
年
記
念
行
事
実
行
委
員
会　

庶
務　

奥
田　

美
紀　
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柏
原
市
民
総
合
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
参
加

教
務
部　

井
上　

智　

　

10
月
12
日
（
月
・
体
育
の
日
）、

す
ば
ら
し
い
晴
天
の
も
と
「
柏
原
市

民
総
合
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
大
阪

教
育
大
学
柏
原
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
9
時
か
ら
始

ま
っ
た
開
会
式
は
当
初
の
予
定
よ
り

多
少
長
引
い
た
も
の
の
、
市
民
体
育

祭
を
始
め
、
市
民
郷
土
ま
つ
り
、
商

工
ま
つ
り
も
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
沿
っ
た

内
容
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
は
関
西

福
祉
科
学
大
学
か
ら
、
学
園
祭
実
行

委
員
や
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
ス

タ
ッ
フ
を
は
じ
め
、
ダ
ン
ス
サ
ー
ク

ル
、
ダ
ブ
ル
ダ
ッ
チ
サ
ー
ク
ル
、
手

話
部
な
ど
多
く
の
学
生
が
参
加
し
、

大
阪
教
育
大
学
生
と
力
を
合
わ
せ
柏

原
市
の
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上

げ
て
く
れ
ま
し
た
。
参
加
し
て
い
た

学
生
の
表
情
に
は
爽
快
感
が
あ
り
、

す
が
す
が
し
い
気
持
ち
を
感
じ
ま
し

た
。
ま
た
、
関
西
女
子
短
期
大
学
附

属
幼
稚
園
の
園
児
と
卒
園
児
童
に
よ

る
か
わ
い
ら
し
い
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
も

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
で
も
、
市
民
郷
土
ま
つ
り
の

「
大
学
生
に
よ
る
吹
奏
楽
・
コ
ー
ラ

ス
」
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
手
話
部
と

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
ス
タ
ッ
フ
の

共
同
に
よ
る
手
話
ダ
ン
ス
を
発
表
す

る
際
の
代
表
者
の
挨
拶
に
お
い
て
、

日
ご
ろ
関
西
福
祉
科
学
大
学
の
学
生

は
柏
原
市
民
の
皆
様
に
大
変
お
世
話

に
な
っ
て
い
る
こ
と
や
市
民
の
皆
様

に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
非

常
に
謙
虚
な
姿
勢
で
感
謝
の
意
を
述

べ
た
と
こ
ろ
、
多
く
の
参
加
者
の
共

感
を
誘
い
盛
大
な
拍
手
を
い
た
だ
い

た
印
象
深
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
し

た
。

《
参
加
し
た
種
目
》

●
市
民
体
育
祭

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
サ
ー
ク
ル
・
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
ス
タ
ッ
フ
が
参
加

●
大
学
生
に
よ
る
吹
奏
楽
・
コ
ー
ラ
ス

　
（
吹
奏
楽
は
大
阪
教
育
大
学
生
）

手
話
部
・
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
ス
タ
ッ

フ
が
参
加

●
ス
テ
ー
ジ

ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル・ダ
ブ
ル
ダ
ッ
チ
サ
ー

ク
ル
に
よ
る
ダ
ン
ス
発
表

幼
稚
園
課
外
ク
ラ
ブ
、卒
園
児
童
に

よ
る
キ
ッ
ズ
フ
ァ
ン
ク
ダ
ン
ス
発
表

《
協
力
》

学
園
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
よ
る
来
場
者

の
送
迎（
柏
原
市
役
所
～
会
場
）

PUZZLE & GROWTH（手話部とオープンキャンパススタッフ）
…運動会参加（大和川渦潮）

PUZZLE & GROWTH（手話部とオープンキャンパススタッフ）…手話ダンスの発表

関西女子短期大学附属幼稚園卒園児…キッズファンクダンスの発表

関西女子短期大学附属幼稚園課外クラブ…キッズファンクダンスの発表　　　ソフトテニスサークル
　　　…運動会参加（企業対抗 400m リレー）

ダブルダッチサークル…ダブルダッチショーケースの発表

ダンスサークル B.B.C.…ダンスショーケースの発表
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第
5
回 

愛
情
バ
ラ
ン
ス

 
お
弁
当
コ
ン
テ
ス
ト

◆
愛
情
バ
ラ
ン
ス
お
弁
当
コ
ン
テ
ス

ト
と
は
？

　
「
野
菜
バ
リ
バ
リ
朝
食
モ
リ
モ
リ
」

を
合
言
葉
に
、
大
阪
府
民
の
健
康
づ

く
り
の
た
め
の
食
育
活
動
の
一
環
と

し
て
、
イ
ズ
ミ
ヤ
株
式
会
社
・
健
康

お
お
さ
か
21
府
民
会
議
・
大
阪
府
の

主
催
で
、
家
族
、
恋
人
、
友
人
…
大

切
な
人
の
笑
顔
の
た
め
に
、
野
菜
を

た
く
さ
ん
使
っ
た
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の

い
い
お
弁
当
の
レ
シ
ピ
募
集
が
あ
り

ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

主
な
選
考
基
準
は
、
ア
ピ
ー
ル
ポ

イ
ン
ト
（
テ
ー
マ
を
ど
う
い
う
メ

ニ
ュ
ー
で
表
現
し
て
い
る
か
）、
見

栄
え
、
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
（
野
菜
量

や
食
品
の
組
み
合
わ
せ
方
）、
商
品

化
の
し
や
す
さ
（
具
材
、
想
定
価
格

５
０
０
円
前
後
）
で
す
。

◆
コ
ン
テ
ス
ト
の
結
果

全
応
募
作
品
１
７
６
件
か
ら
書
類
審

査
を
通
過
し
た
10
作
品
が
「
お
お
さ

か
食
育
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
９
」（
8

月
25
日
そ
ご
う
心
斎
橋
本
店
）
の
会

場
内
に
展
示
さ
れ
、
一
般
来
場
者
に

よ
る
人
気
投
票
の
結
果
、
最
優
秀
賞

（
イ
ズ
ミ
ヤ
で
商
品
化
、
1
作
品
）、

優
秀
賞
（
1
作
品
）、
特
別
賞
（
8

作
品
）
が
決
定
し
、
表
彰
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

本
学
の
福
祉
栄
養
学
科
の
学
生
さ

ん
か
ら
16
作
品
が
応
募
さ
れ
、
5
作

品
が
書
類
審
査
を
通
過
し
、
人
気
投

票
に
進
み
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、「
う

で
ふ
る
ま
め
ふ
る
ハ
ー
ト
♡
ふ
る
弁

当
」
が
最
優
秀
賞
（
最
多
得
票
）
と

し
て
表
彰
さ
れ
、「
野
菜
た
っ
ぷ
り

ヘ
ル
シ
ー
弁
当
」「
ヘ
ル
シ
ー
健
康

弁
当
」「
今
日
も
1
日
お
つ
か
れ
さ

ま
弁
当
」「
健
康
志
向
な
Ｏ
Ｌ
さ
ん

へ
贈
る
彩
り
弁
当
」
の
4
作
品
が
特

別
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

最優秀賞（一般部門）　
2 年　田口美祥さん、辻佐名絵さん
　　　宮平千鶴さん、宮本照代さん

審査（人気投票）の模様です。

本学の入賞者のみなさんです。

受賞者の声
4 人でいろいろな案を出し合って、盛り付けや色合いはもちろん、健康第一で考え
ました。まさか最優秀賞をいただけると思っていなかったので、とても驚きましたが嬉
しかったです。4人で力を合わせた結果だと思います。これを励みにこれからも頑張っ
て勉強していきたいと思います。

アピールポイント
大切な人へ贈る野菜たっぷり、豆たっぷり、愛情たっぷりのお弁当を腕をふるって作りまし
た。おからコロッケ、高野豆腐、枝豆ご飯、大豆入りひじき煮が入っています。

アピールポイント
いつも仕事を頑張っている
お父さんに「ありがとう。こ
れからも頑張ってね」という
思いを込めて作りました。

アピールポイント
お年寄り向きに、野菜たっ
ぷり、塩分控えめ。
甘い、辛い、酸っぱいと味
にめりはりをつけました。た
んぱく源も肉だけでなく、チー
ズ、大豆、卵と工夫しました。

アピールポイント
いろいろ食べたいけど健康
が気になるＯＬさんへ！見た
目をカラフルにして目にも楽
しいお弁当になるようにしま
した。

アピールポイント
いつも休みなく働くお母さん
に一息入れてもらえるよう
に、あっさり味でバランスの
とれた弁当にしました。

特別賞
2 年　内藤匡哉さん
　　　杖池久美子さん

特別賞
2 年　上本歩美さん

特別賞
2 年　宮崎一泰さん
　　　原田紗希さん
　　　清水　絢さん

特別賞
1 年　北中博美さん

うでふるまめふる
ハート♡ふる弁当

野菜たっぷりヘルシー弁当

ヘルシー健康弁当 健康志向なＯＬさんへ贈る彩り弁当

今日も 1日おつかれさま弁当



玉手山学園広報　NO.6205

 
大
学
・
短
大
の
地
域
支
援
活
動
に
感
謝
状

大
学
・
短
大
地
域
交
流
支
援
セ
ン
タ
ー　

　

大
学
・
短
大
地
域
支
援
交
流
セ
ン

タ
ー
の
活
動
と
し
て
、
Ｊ
Ｒ
柏
原
駅

前
ビ
ル
に
あ
る
柏
原
市
民
プ
ラ
ザ
内

の
子
育
て
支
援
広
場
「
ほ
っ
と
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
」
の
運
営
に
協
力
し
て

い
ま
す
。
教
員
が
運
営
委
員
会
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
を
勤
め
、「
歯
み
が
き
教

室
」
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
や
学
生
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
派
遣
な
ど
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。

　

そ
の
活
動
に
対
し
て
柏
原
市
よ

り
、
感
謝
状
を
頂
き
ま
し
た
。

　
「
ほ
っ
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
は
赤

ち
ゃ
ん
や
小
さ
な
子
ど
も
、
母
親
た

ち
と
の
触
れ
合
い
を
通
し
た
学
生
の

学
び
の
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
今

年
度
は
臨
床
心
理
学
科
の
学
生
64
名

が
、
の
べ
３
２
０
回
に
わ
た
り
授
業

の
一
環
と
し
て
「
ほ
っ
と
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
」
で
乳
幼
児
親
子
の
支
援
を

実
習
し
、
地
域
の
方
と
交
流
を
深
め

ま
し
た
。

 

社
会
福
祉
学
科
卒
業
生
セ
ミ
ナ
ー
開
催

社
会
福
祉
学
科
教
授　

遠
塚
谷　

冨
美
子　

　

社
会
福
祉
学
科
は
こ
れ
ま
で
に
９

回
の
卒
業
生
を
送
り
出
し
、
そ
の
数

は
２
９
８
５
人
に
お
よ
ん
で
い
ま

す
。
そ
の
全
卒
業
生
に
よ
び
か
け
、

10
月
18
日
に
「
卒
業
生
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

社
会
福
祉
学
科
と
い
っ
て
も
、

２
０
０
５
年
度
ま
で
は
社
会
福
祉
学

科
卒
業
生
す
な
わ
ち
全
卒
業
生
で

す
。
第
１
期
生
は
９
年
ぶ
り
の
母
校

訪
問
で
す
。
そ
の
ほ
か
の
学
年
も
大

学
に
来
る
の
は
卒
業
以
来
は
じ
め
て

と
い
う
人
が
多
く
、
感
激
の
再
会
が

あ
ち
こ
ち
で
み
ら
れ
ま
し
た
。

　

社
会
福
祉
学
科
で
は
新
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
導
入
に
と
も
な
い
、
今
後
卒

業
生
と
の
連
携
を
強
化
し
て
い
く
必

要
性
が
見
込
ま
れ
ま
す
が
、
そ
れ
に

も
ま
し
て
、
卒
業
生
相
互
が
結
び
つ

き
を
深
め
つ
な
が
り
を
広
め
る
機
会

を
も
つ
こ
と
は
重
要
な
こ
と
で
す
。

当
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
第
１
部
が
学

科
長
の
講
演
と
卒
業
生
４
人
の
活
動

報
告
、
第
２
部
が
学
年
ご
と
に
分
か

れ
て
の
小
グ
ル
ー
プ
で
の
交
流
会
、

第
３
部
が
懇
親
会
で
し
た
。

　

参
加
し
た
卒
業
生
は
１
４
６
名
、

先
生
方
の
参
加
は
36
名
で
、
社
会
福

祉
学
科
だ
け
で
な
く
、
現
在
の
学
部

 

短
大
５
号
館
増
築
工
事
完
成

施
設
部　

中
村　

勇　

　

短
大
５
号
館
増
築
工
事
に
お
き
ま

し
て
、
工
事
期
間
中
は
工
事
用
車
両

の
進
入
・
騒
音
等
で
ご
迷
惑
を
か
け

ま
し
た
が
事
故
も
な
く
無
事
10
月
20

日
に
竣
工
い
た
し
ま
し
た
。
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

増
築
部
分
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
・
４
階
建
・
延
べ
床
面
積

９
５
４
・
３
２
㎡　

で
待
望
の
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
も
設
置
と
な
り
旧
短
大
５

号
館
と
一
体
と
な
り
便
利
に
活
用
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

増
築
部
分
に
は
音
楽
室
・
調
理
実

習
室
・
試
食
実
習
室
・
養
護
看
護
実

習
室
等
が
設
置
さ
れ
充
実
し
た
校
舎

が
完
成
い
た
し
ま
し
た
。
学
生
の
快

適
さ
充
実
し
た
実
習
室
で
授
業
が
受

け
ら
れ
る
空
間
造
り
に
施
設
部
は
こ

学
科
に
別
れ
る
前
の
社
会
福
祉
学
科

に
お
ら
れ
た
先
生
方
も
参
加
さ
れ
ま

し
た
。

　

第
１
部
の
４
人
の
人
た
ち
は
障
害

者
福
祉
、
農
業
、
経
営
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
、
高
齢
者
福
祉
の
分
野
か
ら
の

報
告
で
、
大
好
評
で
し
た
。
第
２
部

の
グ
ル
ー
プ
交
流
会
で
は
先
生
方
も

分
か
れ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
で

交
流
を
深
め
て
頂
き
ま
し
た
。

参
加
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
で

は
、
今
後
も
卒
業
生
の
つ
な
が
り
を

望
む
声
が
圧
倒
的
で
し
た
。

　

今
回
の
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
教

員
、
学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
、
運
営
企

画
室
が
一
体
と
な
っ
て
５
月
か
ら
ほ

ぼ
週
１
回
の
打
ち
合
わ
せ
会
議
を
重

ね
て
周
到
に
準
備
を
進
め
て
き
ま
し

た
。

　

こ
う
し
た
集
ま
り
は
本
来
的
に
は

同
窓
会
の
仕
事
で
あ
り
、
今
後
は
同

窓
会
の
機
能
を
ど
う
支
え
強
化
し
て

い
く
か
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

れ
か
ら
も
外
部
に
も
目
を
向
け
、
建

築
改
修
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

 

試食実習室での調理実習
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見
事
「
無
事
故
・
無
違
反
」
を
達
成

し
ま
し
た
。
秋
の
交
通
安
全
週
間
の

さ
な
か
の
9
月
26
日
に
リ
ビ
エ
ー
ル

ホ
ー
ル
で
表
彰
式
が
あ
り
、
チ
ー
ム

を
代
表
し
て
木
田
さ
ん
が
表
彰
状
と

副
賞
の
盾
を
う
け
と
り
ま
し
た
。
プ

ロ
の
運
転
手
と
し
て
無
事
故
・
無
違

反
は
当
然
の
こ
と
で
す
が
、
こ
の
表

彰
を
機
に
運
転
手
一
同
さ
ら
な
る
安

全
運
転
を
誓
い
ま
し
た
。

　

昨
年
8
月
に
大
阪
府
交
通
安
全
協

会
よ
り
「
無
事
故
・
無
違
反
コ
ン
テ

ス
ト
」
へ
の
参
加
案
内
が
届
き
ま
し

た
。「
無
事
故
・
無
違
反
コ
ン
テ
ス

ト
」
と
は
事
業
所
で
5
名
以
上
が
1

チ
ー
ム
と
な
り
、
20
年
10
月
～
21
年

3
月
の
半
年
間
、「
無
事
故
・
無
違

反
」に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
も
の
で
す
。

学
園
で
は
「
本
部
バ
ス
運
転
手
チ
ー

ム
」6
名
が
コ
ン
テ
ス
ト
に
参
加
し
、

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
か
ら
日
本
リ
ー
グ
プ
レ
ー
ヤ
ー
誕
生

 

本
部
バ
ス
運
転
手
チ
ー
ム

 

無
事
故
・
無
違
反
コ
ン
テ
ス
ト
で

 

表
彰
を
受
け
る

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
顧
問　

山
﨑　

英
幸　

　

関
西
福
祉
科
学
大
学
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
部
の
秋
季
リ
ー
グ
の
成
績

は
、
女
子
は
2
部
3
位
と
い
う
結
果

に
終
わ
り
ま
し
た
。
リ
ー
グ
最
終

戦
は
、
当
学
園
総
合
体
育
館
で
行

わ
れ
、
勝
て
ば
2
部
優
勝
と
い
う

大
一
番
で
し
た
。
こ
の
日
は
、
江

端
理
事
長
、
江
端
本
部
長
、
浦
城

経
営
企
画
室
長
、
梁
井
学
生
支
援

副
セ
ン
タ
ー
長
が
応
援
に
駆
け
つ

け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
選
手
も

気
合
が
入
り
、
序
盤
か
ら
一
進
一

退
の
攻
防
が
続
き
、
2
点
リ
ー
ド

で
前
半
を
折
り
返
し
、
後
半
に
入
っ

て
も
接
戦
が
続
き
ま
し
た
が
残
り

9
分
で
逆
転
を
許
し
、
20-

22
で

負
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。
試
合
後
、

江
端
本
部
長
が
選
手
達
に
「
試
合
は

負
け
て
し
ま
っ
た
け
れ
ど
も
、
皆

さ
ん
の
一
生
懸
命
さ
に
感
動
し
ま

し
た
。」
と
声
を
掛
け
て
い
た
だ
き
、

選
手
も
私
も
〝
次
ぎ
は
絶
対
に
…
。〟

と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　

男
子
は
4
部
4
位
と
い
う
結
果

で
し
た
。
リ
ー
グ
最
終
戦
は
、
残
り

14
分
で
9
点
の
リ
ー
ド
を
し
な
が

ら
も
終
わ
っ
て
み
れ
ば
1
点
差
で

辛
く
も
勝
利
と
い
う
内
容
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
試
合
が
数
試
合
あ
り
、

リ
ズ
ム
が
狂
う
と
立
て
直
し
が
き

か
な
い
と
い
う
心
の
弱
さ
を
露
呈

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
れ
を
克
服

す
べ
く
今
後
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

　

ク
ラ
ブ
員
達
は
、
専
門
職
を
目
指

し
か
つ
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
を
し
た
い

と
い
う
学
生
が
集
ま
り
活
動
を
し

て
お
り
、
今
年
度
の
卒
業
予
定
者

も
ほ
と
ん
ど
が
専
門
職
に
就
く
予

定
で
す
。
そ
の
中
で
創
部
以
来
初

と
な
る
、
日
本
リ
ー
グ
プ
レ
ー
ヤ
ー

（
チ
ー
ム
：
三
重
バ
イ
オ
レ
ッ
ト
ア

イ
リ
ス
）
が
誕
生
し
ま
す
。
そ
れ

は
短
大
保
健
科
医
療
秘
書
コ
ー
ス

2
年
の
飯
田
菜
都
栄
さ
ん
で
、
最

終
戦
を
見
に
来
て
い
た
監
督
か
ら

直
接
ス
カ
ウ
ト
さ
れ
ま
し
た
。

　

学
生
た
ち
が
成
長
で
き
る
の
も

学
園
の
皆
様
、
学
生
の
保
護
者
の

皆
様
並
び
に
出
身
高
等
学
校
の
先

生
方
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
あ
っ
て

こ
そ
だ
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
精
一
杯
精
進
し
て

い
き
ま
す
の
で
皆
様
の
益
々
の
ご

声
援
、
ご
指
導
を
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

　

最
後
に
【
三
重
バ
イ
オ
レ
ッ
ト

ア
イ
リ
ス
】
を
紹
介
し
ま
す
。

　

日
本
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
に

参
戦
す
る
女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

チ
ー
ム
で
２
０
０
２
年
三
重
花
菖

蒲
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
と
し
て

設
立
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は
、
特

定
非
営
利
活
動
法
人
三
重
花
菖
蒲

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
運
営
し
て
い

ま
す
。

法
人
本
部
総
務
部　

田
中　

俊
治　

日本リーグチームに入団が決まった飯田菜都栄さん

本部運転手チームの皆さん

表彰状
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Ｐ
Ｔ
Ａ
社
会
見
学
に
参
加
し
て

関
西
福
祉
科
学
大
学
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
校
内
書
記　

大
森　

忠
夫　

　

昨
年
の
春
か
ら
世
界
中
を
震
え

上
が
ら
せ
て
い
る
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
。
五
月
と
十
一
月
に
は
臨

時
休
園
措
置
を
と
ら
ざ
る
を
得
な

く
な
り
ま
し
た
。

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
対
し

て
特
別
な
予
防
法
は
な
く
、
か
ぜ

や
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予

防
法
と
同
じ
く
、
手
を
洗
う
、
マ

ス
ク
を
利
用
す
る
、
う
が
い
を
す

る
、
そ
し
て
食
事
や
生
活
リ
ズ
ム
、

慢
性
疾
患
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
だ
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
園
児
や

小
さ
な
お
子
様
に
は
流
行
中
、
麻

疹
や
百
日
咳
な
ど
に
か
か
ら
な
い

よ
う
に
予
防
接
種
を
き
ち
ん
と
受

け
て
お
く
こ
と
も
大
変
大
事
な
こ

と
だ
と
聞
き
ま
し
た
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
よ
う
な
症

状
の
あ
る
人
は
、
人
に
う
つ
さ
な

い
と
い
う
気
持
ち
を
持
っ
て
、
早

め
に
マ
ス
ク
を
付
け
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
こ
れ
が
思
い
や
り
の
咳

エ
チ
ケ
ッ
ト
で
す
ね
。「
わ
が
ま
ま

社
会
」
で
は
な
く
、「
思
い
や
り
社

会
」
で
あ
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

　

幼
稚
園
で
は
、
感
染
防
止
の
環

境
整
備
と
し
て
、
昨
年
の
秋
に
い

ち
早
く
、
全
保
育
室
に
ウ
イ
ル
ス

を
分
解
・
除
去
で
き
る
機
能
の
つ

い
た
空
気
清
浄
機
と
加
湿
器
を
設

置
い
た
し
ま
し
た
。
す
ば
や
い
対

応
に
保
護
者
か
ら
も
賞
賛
の
お
言

葉
を
頂
き
ま
し
た
。

　

さ
る
十
月
二
十
日
（
火
）
柴
田

会
長
・
学
校
長
を
は
じ
め
三
十
六

名
が
世
界
遺
産
の
高
野
山
へ
社
会

見
学
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

下
見
段
階
で
、
山
頂
へ
の
急
な

山
道
で
は
車
酔
い
の
人
が
出
る
か

も
？
と
、
酔
い
止
め
の
薬
を
用
意

し
て
、
当
日
は
、
い
つ
も
な
ら
帰

り
の
車
中
で
行
う
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

を
早
々
と
バ
ス
の
中
で
行
っ
た
の

で
懇
親
モ
ー
ド
は
全
開
、
出
発
か

ら
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

奥
の
院
前
の
駐
車
場
か
ら
は
現

地
ガ
イ
ド
さ
ん
の
懇
切
丁
寧
な
案

内
で
、
企
業
の
ユ
ニ
ー
ク
な
墓
や

各
大
名
の
供
養
塔
を
見
て
回
り
、

御
廟
橋
の
手
前
で
合
掌
し
て
か
ら
、

厳
か
に
弘
法
大
師
の
居
ら
れ
る
奥

の
院
を
、
大
師
に
ま
つ
わ
る
お
話

を
聞
き
な
が
ら
参
拝
し
ま
し
た
。

　

お
昼
は
会
長
の
ご
親
戚
に
当
た

る
「
花
菱
」
さ
ん
で
、
美
味
し
い
高

野
山
料
理
「
橘
点
心
」
に
舌
鼓
を
う

ち
、
み
ん
な
満
足
し
た
と
こ
ろ
で
、

数
珠
づ
く
り
を
体
験
す
る
た
め
「
普

門
院
」
へ
と
移
動
し
ま
し
た
。

　

学
校
長
は
「
確
か
、
こ
こ
は
遠

縁
に
当
た
る
お
寺
」
と
び
っ
く
り
！

不
思
議
な
ご
縁
を
感
じ
な
が
ら
、
お

抹
茶
と
お
菓
子
を
頂
き
ご
講
話
を

聴
い
た
あ
と
、
い
よ
い
よ
数
珠
作

り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。（
あ
ら
か
じ

め
、
数
珠
を
持
つ
方
の
氏
名
と
干

支
を
連
絡
し
て
、
材
料
を
事
前
に

準
備
し
て
頂
き
ま
し
た
）

　

ま
ず
は
、
手
渡
さ
れ
た
奥
の
院
の

霊
木　

高
野
杉
の
母
珠
（
も
じ
ゅ
）

を
、
だ
い
だ
い
色
の
ペ
ー
パ
ー
（
過

去
）
で
磨
い
て
、
次
に
黄
色
の
ペ
ー

パ
ー
（
現
在
）
を
使
い
、
最
後
は

水
色
の
ペ
ー
パ
ー
（
未
来
）
で
と
、

罪
を
悔
い
、
わ
が
心
が
清
く
正
し
く

な
る
よ
う
一
生
懸
命
磨
き
上
げ
て

い
き
ま
す
。
そ
の
あ
と
は
、
紫
壇
や

梅
ノ
木
、
色
玉
を
、
仏
様
を
念
じ

な
が
ら
、
一
つ
ず
つ
自
分
の
好
き

な
よ
う
に
組
み
合
わ
せ
て
紐
に
通

す
と
出
来
上
が
り
で
す
。
数
珠
の

房
通
し
の
部
分
に
は
、
生
ま
れ
月

と
菩
薩
を
表
す
梵
字
と
名
前
が
焼

き
付
け
ら
れ
た
、
世
界
で
一
つ
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
念
珠
を
手
に
持
っ
て
、

心
の
や
す
ら
ぎ
を
覚
え
ま
し
た
。

　

最
後
は
土
産
物
屋
さ
ん
で
恒
例

の
買
出
し
（
笑
）、
そ
れ
ぞ
れ
が
笹

巻
あ
ん
ぶ
や
胡
麻
豆
腐
な
ど
を
た

く
さ
ん
抱
え
て
帰
路
へ
と
急
ぎ
ま

し
た
。

　

今
回
は
時
間
の
都
合
で
、
自
分

で
組
み
紐
を
作
る
こ
と
は
出
来
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
桜
の
頃
に
も
う

一
度
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
も
参
拝
し

て
み
た
い
、
心
洗
わ
れ
る
社
会
見

学
で
し
た
。

 
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

 
人
へ
の
思
い
や
り
が
流
行
を
防
ぐ

幼
稚
園　

大
西　

英
子　

幼稚園に設置した空気清浄機
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大
学
事
務
局
運
営
企
画
室
に
配
属

と
な
り
ま
し
た
青
島
で
ご
ざ
い
ま
す
。

前
職
は
家
電
メ
ー
カ
ー
で
人
事
職
能

を
長
年
経
験
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
は
「
福
祉
」
関
係
の

仕
事
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
と
こ

ろ
に
、「
玉
手
山
学
園
」
で
の
仕
事

の
機
会
を
い
た
だ
き
大
変
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。
学
園
で
の
仕
事
は
始

ま
っ
た
ば
か
り
で
す
が
、
学
園
が
成

長
・
拡
大
し
て
い
け
ば
学
園
で
学
ぶ

学
生
さ
ん
も
働
く
教
職
員
の
皆
様
も

お
の
ず
か
ら
元
気
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
変
化
し
競
争
の
激
し
い
世
の
中

で
す
が
、
目
標
を
持
っ
て
力
を
合
わ

せ
変
化
に
柔
軟
に
対
応
し
て
い
け
ば

必
ず
や
更
な
る
成
長
が
期
待
で
き
る

と
考
え
ま
す
。
私
自
身
は
、
ま
だ
ま

だ
職
員
と
し
て
の
知
識
も
経
験
も
な

く
何
も
判
ら
な
い
状
態
で
す
の
で
、

先
ず
は
皆
様
の
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
に

青
島　

康
典　

（
大
学
事
務
局
運
営
企
画
室　

参
事
）　

（
平
成
21
年
10
月
～
12
月
）

則
松　

武
夫　

（
法
人
本
部
財
務
部　

副
部
長
）　

○
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。今
年
の
干
支
は「
寅
」で
す
。さ

て
過
去
の
寅
年
は
ど
ん
な
年
だ
っ
た

の
で
し
ょ
う
。ち
ょっ
と
ふ
り
か
え
っ

て
み
ま
し
ょ
う
。

○
１
９
９
８
年（
平
成
10
年
）は
そ
の

前
年
に
山
一
證
券
は
じ
め
多
く
の

金
融
機
関
が
破
綻
し
、日
本
発
の

世
界
恐
慌
か
と
い
わ
れ
た
年
で
し

た
。１
９
８
６
年（
昭
和
61
年
）は
急

激
な
円
高
が
進
行
し
、円
高
不
況

の
ま
っ
た
だ
中
で
し
た
。１
９
７
４

年（
昭
和
49
年
）は
第
一
次
オ
イ
ル

シ
ョッ
ク
の
翌
年
で「
狂
乱
物
価
」と

い
う
言
葉
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

○
こ
う
し
て
み
る
と「
寅
年
」は
激
動
の

年
の
よ
う
で
す
。一人
ひ
と
り
の
知
恵

と
工
夫
で
激
動
の
年
を
乗
り
切
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

発
行　

法　

人　

本　

部

No. 

62
平
成
22
年
1
月
10
日
発
行

昭
和
63
年
4
月
12
日
No. 

1
発
行

学
校
法
人　

玉
手
山
学
園

関
西
福
祉
科
学
大
学

関
西
女
子
短
期
大
学

関
西
福
祉
科
学
大
学
高
等
学
校

関
西
女
子
短
期
大
学
付
属
幼
稚
園

関
西
医
療
技
術
専
門
学
校

〒
582- 

0026
大
阪
府
柏
原
市
旭
ヶ
丘
三
丁
目
十
一番
一号

電　
話（
〇
七
二
）九
七
八
ー
六
六
六
一
番

FA
X

（
〇
七
二
）九
七
七
ー
八
五
八
七
番

http://w
w

w
.houjin.fuksi-kagk-u.ac.jp

■
玉
手
山
学
園
広
報

め
は
、
約
20
年
前
の
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

の
フ
エ
ゴ
島
へ
の
単
身
赴
任
で
す
。

1
年
中
寒
い
不
毛
の
島
に
あ
っ
た
会

社
に
約
3
年
半
い
ま
し
た
。
続
く
93

年
か
ら
の
ア
メ
リ
カ
の
マ
イ
ア
ミ
で

の
5
年
半
は
、家
族
と
一
緒
で
し
た
。

こ
の
時
は
、住
む
の
は
ア
メ
リ
カ
で
、

職
場
は
ま
だ
ゲ
リ
ラ
が
活
動
し
て
い

た
グ
ァ
テ
マ
ラ
、エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
、

コ
ス
タ
リ
カ
の
中
米
３
カ
国
で
、
月

1
回
出
張
し
、
現
地
人
主
体
の
経
営

を
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
ま
し
た
。
３
度

目
は
’02
年
か
ら
で
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
バ
タ
ム
島
で
の
3
年
間
の
単
身
赴

任
で
す
。
こ
れ
ま
で
中
南
米
、
ア
フ

リ
カ
、
イ
ン
ド
、
中
国
、
等
24
カ
国

に
住
ん
だ
り
、
出
張
で
訪
れ
た
り
し

ま
し
た
が
、
現
地
の
歴
史
や
文
化
を

理
解
し
、
現
地
の
人
達
の
目
線
に

合
っ
た
付
き
合
い
を
す
れ
ば
、
ど
こ

の
国
の
人
達
も
同
じ
だ
と
い
う
こ
と

を
実
感
し
ま
し
た
。
今
後
と
も
、
宜

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

よ
り
早
期
に
慣
れ
親
し
み
、
人
を
知

り
仕
事
が
判
り
経
営
の
判
る
職
員
と

な
る
よ
う
努
力
し
、
少
し
で
も
学
園

に
役
立
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

（
平
成
21
年
10
月
～
12
月
）

○
大
学
事
務
局

　
（
採
用
）

　
　

別　

掲

○
法　
人　
本　
部

　
（
採
用
）

　
　

別　

掲

人
　
事
　
異
　
動

◆
ニ
ュ
ー
フ
ェ
イ
ス
紹
介
◆

編
　
集
　
後
　
記

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
昨
年
の
10
月
1
日
よ
り
法
人

本
部
に
勤
務
し
て
い
ま
す
則
松
武
夫

と
申
し
ま
す
。
私
は
そ
れ
ま
で
、
一

般
企
業
の
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
と
い
う
会

社
に
勤
務
し
て
お
り
ま
し
た
。
こ
の

度
、
縁
あ
っ
て
本
学
園
に
お
世
話
に

な
る
こ
と
に
な
り
、
今
ま
で
と
は
全

く
違
う
環
境
の
中
で
、毎
日
が『
日
々

是
新
』
を
感
じ
つ
つ
、
勤
務
し
て
い

ま
す
。
私
の
こ
れ
ま
で
の
経
歴
の
中

で
、
他
の
人
と
少
し
違
っ
て
い
る
の

は
約
13
年
間
を
海
外
で
勤
務
し
た
点

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
初


